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そもそも保守主義の語とは、フランス革命後の 1818 年に、シャトーブリアン（F.R.de 













                                                   
1 Cf. Karl Mannheim, “Das konservative Denken. Soziologishe Beiträge zum Werden des politisch-historischen 
Denkens in Deutschland” in: Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik, Bd. 57. Heft 1-2. Tübingen, 1927.,  
Conservatism: a contribution to the sociology of knowledge; edited by David Kettler, London, Routledge & Kegan 










































                                                   




































































ることを述べている。第 1 節から第 4 節までは、国内の経済論となっている。第 1 節でレー
ガン経済政策の骨子を見る。第 2 節では、ジョンソン、ニクソン、フォード、カーター政権
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3 Montesquieu, The spirit of Laws, transrated by Thomas Nugent, Paris,1984.p.124. モンテスキュー『法の精神』
根岸国寿訳、世界の大思想 16、河出書房新社、1970 年、p.150。 
 
 




































解釈手法によって分析された。つまり、自由主義は「15 世紀末期および 16 世紀に擡頭した
個人主義的世界観
・ ・ ・ ・
を前提とするものであるから、かかる立場の基礎的な前提に一瞥を加え
                                                   





9 J.H.ハロウェル『イデオロギーとしての自由主義の没落』石上良平訳、創元社、1953 年、p.17。 
 
 















































































                                                   
15 同上、p.381。（筆者注、〔〕内は訳者による。脚注 16 も同じ。） 
16 同上。 
17 Thomas Hill Green, Lectures on Principles of Political Obligation (Longmans, London, 1969), p.2. 
18 Cf. Ibid., p131. 
19 Cf. John MacCunn, Six Radical Thinkers Bentham, J. S. Mill, Cobden. Carlyle, Mazzini, T. H. Green, Edward 
Arnold, 1910, p.256-61. 
 
 



























第 2節 消極的自由の復権――ハイエク哲学の考察 
 前節において、消極的自由と積極的自由を概観したが、消極的自由の学問的確立に貢献し







                                                   
20 Cf. F.A.Hayek, Law,Legislation and Liberty,Volume1, Rules and Order, Routledge.1982, p17. 参照、フリード











































































表１章-1 自生的秩序と組織の区別31  
 複雑現象群 単純現象群 
1 自生的秩序 組織 
2 コスモス（cosmos） タクシス（taxis） 
3 ルール 命令 




30 嶋津格、『自生的秩序―F.A.ハイエクの法理論とその基礎』木鐸社、1985 年、p.10。 
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 複雑現象群 単純現象群 
4 自由 計画 
5 価値 目的 
6 意見 意志 
7 原則 便宜 
8 法 政治 
9 ノモス テシス 
10 コモン・ロー 制定法 
11 （法）発見 （法）定立 
12 私法 公法 
13 正義 利益 
14 禁止 強制 
15 道徳 忠誠 
16 法の支配 意志の支配 
17 実質的法概念 形式的法概念 
18 nomocracy（isonomy） teleocrasy 
19 demarchy democracy 
20 catallaxy economy 




22 自由権 参政権 
23 複雑現象 単純現象 














































                                                   
32 同上、pp.110-111。 









なお本節の封建社会とは西域ヨーロッパの 8 世紀から 13 世紀を念頭に置いている。 
 
 




































                                                   



















































































                                                   










































                                                   










































                                                   
49 ウォルター・バジョット『イギリス憲政論』小松春雄訳、中央公論社、pp.342-343。 
50 Magna Carta, A Commentary on the Great Charter of King John with an historical introduction, by William Sharp  
McKechnie, 1914. 高木八尺・末延三次・宮沢俊義編『人権宣言集』岩波文庫、p.51。 
 
 

































                                                   
51 Edmund Burke, Reflection on the French Revolution and Other Essays: with an introduction by 
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要とされるのが第 12 条課税に対する議会の同意権条項54及び第 39 条人身保護条項である55。 
これらは根拠として貴族が獲得していた既得権、すなわち過去からの慣習が強調されて



























                                                   















































                                                   
57 Edmund Burke, Reflection on the French Revolution and Other Essays: with an introduction by A.J. Grieve,1916,  
pp.31-2. 
58 参照、伊藤正己『法の支配』有斐閣、1954 年、p.32。 
 
 




“The Institutes of The Laws of England”（『英国法提要』, 1628-1644 年）においてクックのマ
グナ・カルタとコモン・ローの論究に負うことが大きい。この『法提要』は全 4 巻であり、






























                                                   
59 Edward Coke, The First Part of the Institutes of the Laws of England, Commentary upon Littleton, vol.I, 1832, 
81a,   
60 Ibid., 81b 
61 Edward Coke, The Second Part of the Institutes of the Laws of England, 1809, 55. 
 
 





























第 4節 ヒュームの自由論 





わちここで 1776 年 7 月のアメリカ 13 州独立宣言、1781 年 10 月英国軍ヨークタウンで降
伏、1788 年の合衆国憲法 13 州批准終了、1789 年 3 月第一回アメリカ合衆国議会、1789 年
                                                   
62 Ibid., 56（11）Paragraph 3. 
63 Ibid., 73･4（7）. 
 
 

































 次にここで着目すべきは、英国 18 世紀の事態である。コークが確立したコモン・ローに
よる「法の支配」から一世紀を経た頃である。「イギリスでは、国会主権の原則の確立以来、
中世的な普遍法の優位、コーク的なコモン・ローの優位の思想は崩れ、一般国法の優位へと
                                                   
64 伊藤正己、前掲書『法の支配』p.62。 
65 同上 p.62。 
 
 




































                                                   
66 同上 p.63。 







































                                                   
69 The Papers of Alexander Hamilton, Ed. Harold C. Syrett et al vols. New York, Colunmbia University Press, 
1961-1987.,vol.4,p.721, “The Federalist No.85,”May 28, 1778.,  A.ハミルトン、J.ジョイ、J.マディソン『ザ・
フェデラリスト』福村出版、第 85 篇「第 2 回憲法会議開催要求に対する反論」pp.428-9 
70 David Hume, An Enquiries concerning Human Understanding and concerning the Principles of Morals by David 












































                                                   
71 David Hume, A Treatise of Human Nature, Dolphin Books edition, 1961, p.390. ヒューム『人性論（三）』岩
波文庫 1951 年、p.205。 
72 これについては、ヒュームの情念的人間のモデル考察による立場から異論もある。近世合理主義に対す
る経験主義の表明に過ぎないというものである。例えば、桂木隆夫『自由と懐疑 ヒューム法哲学の構















































                                                   
76 David Hume, A Treatise of Human Nature, p.422. ヒューム『人性論（四）』岩波文庫、1952 年 p.14。 
77 同上、Hume, D. A. Treatise of Human Nature, p.494. 同上、ヒューム、p.64。 
78 同上、Hume, D. A. Treatise of Human Nature, p.503. 同上、ヒューム、p.173。 
 
 







































80 参照、日本倫理学会論集 26、『イギリス道徳哲学の諸問題と展開』日本倫理学会、慶応通信、1991 年、
p.121。 
81 ハイエク『市場・知識・自由』「第 5 章デイヴィッド・ヒュームの法哲学・政治哲学」、ミネルヴァ書房、
田中真晴、田中秀夫訳、1986 年、p.135。 




































                                                   
83 ハイエク『市場・知識・自由』、「第 4 章医学博士バーナード・マンデヴィル」p.123。 
84 最初に、詩篇、緒言、序文、道徳起源論と著者注解を加え刊行された（1714）。発刊後の非難に対する反
駁の意味もあり第 2 版も出版された（1729）。その後版を重ね第 6 版（1732 年）に至った。 





寓話』上田辰之助著作集 4、みすず書房、1987 年、p.277。 
 
 





































































                                                   
91 またこれについては、慎重な見解も散見される。例えば、トーマス・A・ホーン『バーナード・マンデヴ
















京大学出版会 1967 年 p.45)と述べるところから、ヒュームが影響を受け、引き継いだとするならば、私
悪公益論に関係する道徳論のほうよりも、やはり慣習論の側のほうが大きいのではないかと思われる。 
92 『世界の名著 27 巻 ロック・ヒューム』中央公論社、1968 年、p.7。 
93 同上、「統治論 第 8 章 政治社会の起源について」中央公論社、1968 年、p.252。 
 
 





































97 John Locke, The Works of Jhon Locke. A new edition, corrected. vol.5 Londn, Scientia Verlang Aalen,Two 
Treatises of Government, p.286.『世界の名著 27 巻 ロック・ヒューム』中央公論社、1968 年、p.253。 
98 ハイエク『市場・知識・自由』第 5 章デイヴィッド・ヒュームの法哲学・政治哲学、ミネルヴァ書房、
田中真晴・田中秀夫訳、1986 年、p.136 
99 John Locke, Two Treatises of Government, p.286.『世界の名著 27 巻 ロック・ヒューム』p.253。 
 
 














































































                                                   
103 前掲書『人権宣言集』P.83 パラグラフ[2]-p.87 パラグラフ[8] 。 




































                                                   
105 このときアメリカの民兵等の状況は次のようなものであったという。「ケンブリッジに到着し、7 月 2 日
から指揮を取り始めたワシントンは、手近な所で 1 万 4000 の兵士を募集できると判断した。彼らは植
えつけや収穫期には故郷へ帰り、また戦場に戻ってくる季節的な兵士であり、ヨーロッパの職業軍人と






る。これは、第 2 章で論じられる。 
 
 

















                                                   
108 The Papers of Alexander Hamilton, ed. Harold C. Syrett et al vols. New York, Colunmbia University Press, 
1961-1987,vol.4, “The Federalist No.1-85,” 1778. 
109 John Adams, Works. ed. by Chales Francis Adams. 10vols. Boston, 1851. 
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表 2章-1 分権制、専制かに着目した国家モデルの三区分 
A. 温暖湿潤島嶼国モデル 

































































































田園的保守主義  産業的保守主義 
 



























図 2章-2 三種の保守主義モデルの基礎的特徴 
 
 
































































適用 他国適用性 高い 
人物 ハミルトン 
大衆・フランス啓蒙思想 反大衆、反フランス啓蒙思想 






















維持するための規定に関する報告書』（“Report Relative to a Provision for the Support of Public 





























                                                   
110 Cf. Web, The U.S. National Archives and Records Administration.  
111 Cf. Alexander Hamilton, Alexander Hamilton: Writings, The Library of America, 2001, pp.532-533, p563. 
112 Alexander Hamilton, Morton J. Frisch, ed., Selected Writings and Speeches of Alexander Hamilton, No.1, p.42. 















ここでハミルトンが財務長官として議会に提出した 14 の報告書を概観する。115 
① Report Relative to a Provision for the Support of Public Credit 
「公信用を維持するための規定に関する報告書」、1790 年 1 月 14 日 












② Report on Funds for the Payment of the Interest on the States’ Debts 





③ Report on Defects in the Existing Law of Revenue 
  「現行収入法の欠陥に関する報告書」、1790 年 4 月 23 日 
④ Report on Vacant Lands 
「未占有地に関する報告書」、1790 年 7 月 22 日 
                                                   
114 Hamilton, Ibid., p.419. 
115 H.C. Syrett,The papers of Alexander Hamilton,Vol.I,VII,X,XI,XII,XVIII に拠った。 
116 Alexander Hamilton,Writings, The Library of America, 2001, pp.532-533,563. 
 
 





⑤ Report on Additional Sums Necessary for the Support of Government 
 「連邦政府維持に必要な追加的経費に関する報告書」、1790 年 8 月 7 日 
 ここでは公債以外の債務について、財源的措置の提案が記されている。 
⑥ First Report on the Further Provision Necessary for Establishing Public Credit 
 「公信用確立に必要な追加的規定に関する第一報告書」、1790 年 12 月 13 日 
 これは、新連邦債の利子支払いのために外国産酒類の関税引き上げと国産蒸留酒（ウイ
スキー）への内国消費税を課す提案である。 
⑦ Second Report on the Further Provision Necessary for Establishing Public Credit 
 「公信用確立に必要な追加的規定に関する第二報告書」、1790 年 12 月 14 日 
これが「国立銀行に関する報告書」といわれているものである。 
⑧ Report on the Establishment of a Mint 
 「造幣局設立に関する報告書」、1791 年 1 月 28 日 
⑨ Report on Manufactures 
 「製造工業に関する報告書」、1791 年 12 月 5 日 
これは、まだ農業国であったアメリカに産業を進展させるための提案である。 
⑩ Report on the Public Debt and Loans 
 「公債および政府借入金に関する報告書」、1792 年 1 月 23 日 
 ハミルトンが「公債借換法」と「公債償還法」の執行状況について報告したものである。 
⑪ Report on the Difficulties in the Execution of the Act Paying Duties on the Spirits 
「蒸留酒税法施行上の困難に関する報告書」、1971 年 3 月 3 日 
蒸留酒税法に対する正当性を論述したものである。 
⑫ Report on the Redemption of the Public Debt 
 「公債償還に関する報告書」、1792 年 12 月 3 日 
⑬ Report on the Plan for the Further Support of the Public Credit 
 「公信用の一層強力な支持を得るための計画に関する報告書」、1795 年 1 月 19 日 
⑭ Report on the Improvement and Better Management of the United States 






                                                   








































                                                   
118 Frisch(ed),Selected Writings and Speeches of Alexander Hamilton, “The continentalist No.1” p.42. 





















適用 他国適用性 高い 
人物 アービング・バビット、カーク 
大衆・フランス啓蒙思想 反大衆、反フランス啓蒙思想 












































 ジョセフ・マリー・ド・メーストル伯（Joseph-Marie, Comte de Maistre, 1753-1821 年）は
フランス革命期から 19 世紀初頭にかけて活躍したサヴォア出身の思想家であり外交官であ
る。メーストルの『フランスについての考察』（“Considérantions surla Flance”121, 1979 年）
において示された強固な革命批判によって反革命派として知られる。また外交官としての
赴任地サンクトペテルブルクにおいて『サンクトペテルブルクにおける夕方の対談』（“Les 
Soirées de Saint-Pétersbourg ou Entretiens sur le Gouvernment Temporel de la providence”122、
                                                   
121 J.de Maistre, Consideration on France, translated and edited by R.A. Lebrun, McGill-Queen’sPress, 1974. 
122 J.de Maistre, Oeuvres Complètes de J. de Maistre, Vol. 5: Les Soirées de Saint-Pétersbourg, (Suite Et Fin); 
Éclaircissement Sur Les Sacrifices; Sur Les Délais de la Justice Divine., St Petersburg Dialogues: Or 















































                                                   
123 宇野重規『共和国か宗教か、それとも 十九世紀フランスの光と闇』、白水社、2015 年、p.28。 
124 Cf. Joseph de Maistre, The Generative Principle of Political Constitutions Studies on Sovereignty, Religion, and 
Enlightenment,-Essay on The Generative Principle of Political Constitutions- Routledge Taylor&Francis Group, 
1965, p.147-181. 
125 J.de Maistre, Essay on the Generative Principle of Political Constitutions, selected,translated and introduced 
by Jack Lively, The Macmillian Company, 1965, p.151. 
126 Ibid. 
127 IIbid., p.92. 
 
 





































                                                   
128 Ibid., p.101. 
129 Ibid., p.270. 
 
 
























適用 他国適用性 高い 
人物 マハン 
大衆・フランス啓蒙思想 反大衆、反フランス啓蒙思想 











第 2 章 保守主義理論 
56 
 
ないだろうか。その要因の一つには、19 世紀初頭から 1848 年二月革命までは、とりわけ多
民族国家オーストリア帝国内にて、民族主義は国家権力への対抗手段として活用されてい
ることなどが着目できる。1870 年普仏戦争から 1914 年の第一次世界大戦開戦までは、民族
主義は併せて、国威発揚のため国家権力の側からも活用されるに至っている。 
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表 2章-3 保守主義に含めないイデオロギー 





依  拠 












































































                                                   
130 参照、Anne Norton, Leo Strauss and the Politics of American Empire, Yale University Press, 2004. は、哲学
や思想史に尺度を求めネオコンの系譜と政策特色を示している。Stefan Halper and Jonathan Clarke, 





132 Cf. Bradley Birzer. Russell Kirk, University Press of Kentucky, 2015, p.295. 
133 Cf. Lee Edwards, The Conservative Revolution, The Fee Press, 1999, p140. 
 
 





















ては、第 6 章にて外交政策から詳しく分析している。 
 
 
図 2章-11 保守主義社会、民族主義・国家主義・ネオコンサバティブ社会の分析 
 
1997 年に設立された、ネオコンサバティブの代表的シンクタンクの一つ、アメリカ新世
                                                   
134 Cf. Gregory Wolf, Of What Use Is Tradition, Conservatism in America Since 1930, p.207. 
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紀プロジェクト（“Project for the New American Century”, PNAC135）を例にとると、その基
































                                                   



























































図 2章-13 保守主義形成の概念図 
 






















































                                                   
136 Cecil, Hugh, Conservatism, London, Williams and Norgate 1912 p.8. セシル・ヒュー『保守主義とは何か』
栄田卓弘訳、早稲田大学出版部、1979 年、p.3。 
137 Ibid., p9. 同上、p.4. 
 
 



































                                                   














歴史家の F.J.C.ハーンショー（Fossey John Cobb (F. J. C.) Hearnshaw 1869 –1946)は、1932
年に『英国の保守主義』（“Conservatism in England” ）143を著している。 
第一部が「解析篇」であり、思想としての保守主義と、英国保守主義を考察している。次























                                                   
142 参照、同上、p.203。 
143 F. J. C. Hearnshaw, Conservatism in England : an analytical, historical, and political survey, Howard Fertig, 
New York, 1967. 
144 Cf. Ibid., p.13. 
145 Cf. Ibid., p.14. 
 
 




































                                                   


























表 2章-4 ハーンショーの保守主義規範149 










(5) 反革命性 政体継続の原則は、革命に反対することも強く要求する。 
(6) 注意深い、発展的改良 バークが卓越した叡智をもって叙述していることに、いくらかの変
化の手段のない国家は、その保存の手段がないということである。 
(7) 国家の宗教的基礎 教会と国家は類似しており、国家への献身も信仰の一つである。 
(8) 正統的権威の神聖な淵源 正統な権威とは、古代キリスト教が示したように、神聖な源を持つ。 
                                                   
148 Ibid.,p.25. 
149 Ibid., pp.22-33.を参照し、筆者がまとめた。 
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 小題 概要 
(9) 権利よりも義務の優先 個人の権利よりも、公共への義務と奉仕を先んじることである。 
(10) 品位の尊重 英国での貴重な富とは国民の品性にある、とさえ指摘している。 

















る保守主義思想を紀伝体的に体系化した書が 1953 年出版の “The Conservative Mind : From 
Burke to Eliot”（『保守主義の精神』）である。カークは晩年の 1989 年にレーガン大統領から
市民勲章（Presidential Citizens Medal）を授与されている。また“ナショナル・レビュー”発





 この著作では、過去 150 年間にわたる保守主義の知的思索が分類され、まとめ上げられて
いる。また人間そのものの完全性と政治的経済的平等に至るリベラリズムの思想について
懐疑的に捉えている。カークが保守主義の原点として扱ったのが、アイルランド生まれの、
英国の政治家であり思想家、エドマンド・バーク（Edmund Burke 1729-97 年）であった。啓
                                                   
150 以下、カークの経歴は Bradley Birzer, Russell Kirk, University Press of Kentucky, 2015. および Russell  Kirk, 
The Sword of Imagination: Memoｒies of a Half-Century of Literary Conflict, William B. Eerdmans Publishing 
Co., 1995.に拠った。 
151 Cf. Russell Kirk, The Conservative Mind from Burke to Eliot, Gateway Editions, 1953. p. 373-4. 
 
 














 まず、カークは『保守主義の精神』の「第 1 章 保守主義の思考」では、ハーンショーに
倣って、六項目の規範を提示し、保守主義の学問的概念の規定を行なっている。 
 
表 2章-5 カークの六つの保守主義規範 
 概      要 







































 この『保守主義の精神』の本文の構成は、全 13 章である。第 1 章は小さな章であり、保守
























加えて、カークは 1974 年に“The Roots of American Order” (『アメリカ秩序の淵源』)155
                                                   
152  Burke, Edmund, Reflection on the French Revolution and Other Essays: with an introduction by A.J. 
Grieve,1916, p.18. 
153 T.S.エリオット『エリオット全集』第 5 巻、中央公論社、1960 年、p.7。 
154 Cf. Kirk, op. cit., pｐ.107-110. 
155 Russel Kirk, The Roots of American Order, ISI Books, 1974. 
 
 









































157 Cf. Kirk, op. cit., The Roots of American Order, p.285. 
 
 












 クレメンス・ヴィルヘルム・フォン・クレンペル（Klemens Wilhelm von Klemperer, 1916-
2012 年）はドイツ生まれの米国移住者である。ハーバード大学で学位を取得後、20 世紀ド
イツと中央ヨーロッパの歴史研究者となった。彼が著した 1957 年の“Germany's New 





















                                                   
158 Klemens Von Klemperer, Germany’s New Conservatism Its History and Dilemma in the Twentieth Century, 
Princeton University Press, Princeton, New Jersey、1968. 
159 Ibid., p.21. 
160 Ibid., p.23. 
 
 




































                                                   
161 Ibid., p.24. 
162 Ibid., p.26. 
163 Ibid., p.28. 
164 Cf. Id. at., p.31. 
 
 














マイケル・ジョセフ・オークショット（Michael Joseph Oakeshott, 1901-1990 年）は保守
主義の哲学者、政治思想家である。 




















                                                   



























































第 4節 代表的保守主義哲学 
1．バーク思想 






















                                                   
171 同上、p.234。 
172 Edmund Burke, The Works of the Right Honourable Edmund Burke, A New Edition, 1803, pp.114-115. 
173 Ibid., p.115. 
174 Ibid., p.117. 
 
 





































                                                   
175 Ibid., p.129. 
176 Ibid., p.110. 
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177 Ibid., p.58. 
178 松田智雄『世界史新書 宗教改革』至文堂、1961 年、pp.1-2。 










































                                                   
181 半田元夫『宗教改革小史』清水弘文堂書房、1967 年、p.12。 



































                                                   
183 マルティン・ルター、『宗教改革三大文書 付「九五箇条の課題」』深井智明訳、講談社学術文庫、2017
年、pp.13-41。 
















































                                                   
186 リシャール・ストフェール、『宗教改革』磯貝辰典訳、白水社、1970 年、p.67。 
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のだ。17 世紀イングランドで拡大した洗礼主義運動は、ヨーロッパ大陸で 1520 年代に出現
している洗礼主義と、宗教教儀上通底する懐疑の念から生じたのであろう。しかしそれだけ





















フランス 1604 年カナダ植民開始 1608 年ケベック植民開始 














第 3節 古プロテスタンティズムと新プロテスタンティズム 
 
 



























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
と、近代思想によって
縦横に滲透された自由教会的、平等的な新プロテスタンティズム
















                                                   
192 エルンスト・トレルチ『ルネサンスと宗教改革』内田芳明訳、岩波文庫、1959 年、p.167。 
 
 






















図 3章-1 集権宗教・分権宗教の違いに着目した概念図 










































































                                                   
195 前掲書、『人権宣言集』pp.120-121。 
196 坂本進『ポスト世俗化時代とヨーロッパ連合』新評論、2009 年、p.222。 
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197 堀内一史『アメリカと宗教―保守化と政治化のゆくえ』、中公新書、2010 年、p.11 の図を踏まえ、Robert N.Bellah, 
Varieties of Civil Religion, Harper & Row, 1980., Frank S. Mead, Handbook of Denominations in the United 
States, Abingdon Press, 1961., 井門富士夫『アメリカの宗教』弘文堂、1995 年、等を参照し、筆者が修
正した。 
198 連邦最高裁の判決として、1948 年公立学校での任意宗教教育の禁止、1962 年公立学校での祈祷禁止、
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199 アレクサンダー・ハミルトン、ジェームス・マディソン、ジョン・ジェイ『フェデラリスト』福村出
版。 




201 ハミルトン、マディソン、ジェイ、前掲書『フェデラリスト』第 10 編、p.47。 
202 同上、第 48 編、p.242。 
 
 



































 1945 年からのソ連の東ヨーロッパ統治、1950 年の朝鮮戦争の開始を契機として、アメリ
カ国内で共産主義への警戒から保守主義的風土が形成された。ラッセル・カークの『保守主
                                                   
203 同上、第 49 編、p.247。 
204 M.ジェンセン『アメリカ憲法の制定』斉藤真訳、南雲堂、1998 年、p.126。 
 
 
































この当時の英国の思想潮流を追っていこうと思う。1776 年 7 月 4 日アメリカ独立宣言が
発布された 4 カ月前に功利主義者ベンサムの『政府論断片』208が匿名で出版されている。こ
れらの同年における出来事について、H.L.A.ハートは法理学上特筆すべき、比較しうる対象
                                                   
205 Russel Kirk, The Conservative Mind from Burke to Eliot, Gateway Editions, 2016、p8. 
206 参照、ハンティンントンの研究を嚆矢とする。Samuel P. Huntington, The Crisis of Democracy, 1975, p.105. 
207 ハイエク『自由の条件〔Ⅱ〕自由と法』気賀健三訳、春秋社、ｐ.64。 








































                                                   
209 H.L.A ハート『法学・哲学論集』p 167。 
210 大内孝、「初期アメリカ合衆国における訴訟手続の変化と『アメリカ法形成期』」考（一）、法学、第 75
巻、平成 24 年、5 号、632－697、p.639。 
211 エドマンド・バーク『バーク著作集 2』中野好之訳、みすず書房、1973 年、p.113。 
 
 


















ここで、アメリカの独立（1775 年-1783 年の独立戦争、1776 年のアメリカ独立宣言）と
米国の建国（1788 年アメリカ合衆国憲法 9 邦批准達成、1789 年合衆国憲法下の新政権樹立）
の相違点を分析していきたい。まず、アメリカの独立を検証していく。独立宣言書（『1776













                                                   
212 参照、エドマンド・バーク『バーク著作集 2』中野好之訳、1973 年、p.113。 
213 小山貞夫『古典的コモン・ローの完成とその変質―ブラックストン法学の史的背景』平成 6-7 年度科学
研究費補助金一般研究（c）研究成果報告書、1996 年、p.27。 
214 大内孝「ブラックストン『イングランド法釈義』第 3 巻附録の試訳による紹介と解説―ブラックストン









































                                                   






































 米国憲法はマグナ・カルタのような明文化したコモン・ロー、第 1 章で採り上げたクック
の法技法であるコモン・ローの成文化という役割を担っている。よって、米国憲法はコモン・




221 チャールズ・ビアード『アメリカ合衆国史』岩波書店、1949 年、p.146。 
 
 



































                                                   
222 The Papers of Alexander Hamilton, ed. Harold C. Syrett et al vols. New York, Colunmbia University Press, 









































                                                   
224 同上、p.379。 
225 同上、p.380。 
226 Edward Coke, The Second Part of the Institutes of the Laws of England “A PROEME”.  
 
 



















ジョン・コールドウェル・カルフーン（John Caldwell Calhoun,1782-1850 年）は、サウス
カロライナ州出身で米国南部農本主義を思想基盤とする政治家である。1825 年から 1832 年
まで、副大統領の地位にあった。独自の政治哲学を形成しアメリカ保守主義に影響を残して
いる。『政府論』(“A Disquisition on Government” )と『米国憲法と政府論』(“A Discourse on 













                                                   
227 阿川尚之『憲法で読むアメリカ史』p.111。 
228 C. John Calhoun, A Disquisition on Government and Selections from the Discourse, Edited, with an Introduction, 
by C. Gordan Post, The Liberal Arts Press, New York, 1953. 
 
 







































                                                   
229 Ibid., p.76-80. 
230 中谷義和『アメリカ南部危機の政治論』御茶の水書房、1979 年、p.148。 
 
 

























































第 3節 思想戦の結果―南北戦争後のアメリカ田園的保守主義の弱体化 
南北戦争（1861-65 年）後は米国の工業発展期にあたる。戦争後改革と産業力向上とによ
って社会秩序の変容期であった。この新しい産業者にとって理論上の助力を与えたのが、ウ

















                                                   










































                                                   






















































第 4節  20 世紀初頭の保守主義 


































 バビットの著した“Rousseau and Romanticism”（『ルソーとロマン主義』）では、ロマン
主義は道徳観念が強固ではなく、規律が曖昧であることから文化上の急進化を促し、やがて
政治上の急進主義に至ると指摘している。244 
                                                   




244 Cf. Irving Babbitt, Rousseau and Romanticism, Houghton Mifflin Company, 1979. 
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245 Irving Babbitt, Democracy and Leadership, Foreword by Russell Kirk, Liberty Classics, 1979, pp.272-273. 
246  Cf. Darren Dochuk, From Bible Belt to Sunbelt; Plain Folk Religion, Grassroots Politics, and the 
Southernization of Southern California, 1939-1969., A Ph.D. Dissertation Submitted to the Graduate School 
of the University of Notre Dame.  
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のアメリカの推移を確認する手がかりともなりうるからである。主に 1960 年代から 70 年
代のアメリカ社会の思想動向を考察したい。 
 
第 1節 リベラリズム批判―『アメリカン・マインドの終焉』考察 
 『アメリカン・マインドの終焉』（“The Closing Mind of America” ）247の著者アラン・ブル





















                                                   
247 アラン・ブルーム『アメリカン・マインドの終焉』菅野盾樹訳、みすず書房、1988 年。Allan Bloom, The 
Closing of the American Mind, Simon and Schuster, New York, 1987. 























































































                                                   
251 J.D. Salinger, The catcher in the rye, Little, Brown, 1951.,J.D.サリンジャー『ライ麦畑でつ
かまえて』野崎孝訳、白水社、1979 年。 































































































































                                                   
259 同上、p.142。 
260 Robert N. Bellah, Habits of the Heart: Individualism and Commitment in American Life, Univ of California Pr; 
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 1979 年 5 月 3 日、英国ではマーガレット・サッチャー率いる保守党が総選挙で勝利した。
下院の保守党当選者数は 339 名であり、労働党が 269 名、自由党が 11 名であった261。そし



























                                                   
261 ニコラス・ワプショット『レーガンとサッチャー』久保恵美子訳、新潮社、2014 年、p.20。 
262 Friedrich A. Von Hayek, The Road to Serfdom: The Definitive Edition,The Collected Works of F. A. Hayek, 
















































































                                                   
263 F.A.Hayek, Law, Legislation and Liberty,Volume1, Rules and Order, Routledge.1982. p37., ハイエク、『法
と立法と自由[Ⅰ]ルールと秩序』春秋社、1987 年、p.37-8。 













第 1節 レーガン経済政策の骨子 
 1981 年 1 月 20 日にレーガン大統領は就任式に臨んだ。この時の就任演説は経済問題に重
点が置かれていた。2 ケタのインフレーションや 2 ケタの高金利、高い失業率、大規模な財
政赤字、慢性的な国際収支赤字などに直面していたためであった267。ついでこれらに対する
具体策として、同年 2 月 18 日に「米経済再生計画」を発表した。これはレーガンの大統領
就任初の連邦議会演説であった。この演説の中で、国の債務 1 兆ドルに迫る規模がどれほど
かを「私は、この数字が実際にどんなに巨額であるかを説明する方法をいろいろ考えた」268




















                                                   
267 ロナルド・レーガン『わがアメリカンドリーム』尾崎浩訳、読売新聞社、1993 年、p.207。 
268 同上、p.208。 
269 参照、〈米経済再生計画本文〉、ロナルド・W・レーガン、1981 年 2 月 18 日、『資料戦後米国大統領の「一
般教書」第 3 巻』大空社 2007 年、p.227。 
 
 


































                                                   
270 同上、pp.227-8。 
271 ダニエル・ベル、中谷厳訳『財政赤字』TBS ブリタニカ、1987 年、p.37。 
272 Sean Wilentz, The Age of Regan, Harper Perennial, 2009, p.289. 



































批判した。この演説は会場のみならず、同行していた GE 会長にも好評だった。1954 年時の







                                                   
276 ウィリアム・A・ニスカネン『レーガノミックス』香西泰訳、日本経済新聞社、1989 年、p.18。 
 
 















































全政府支出は、1950 年代中ごろの約 4 分の 1 から 1980 年には約 3 分の 1 まで上昇して
いる。これに比例して所得のなかでの租税負担の割合も上昇している。このような背景





























                                                   



















第 2節 ７０年代の経済政策282 
1．ジョンソンと「偉大な社会」計画 
ジョンソン大統領は、ベトナム戦争を拡大した大統領として知られるが、戦時予算もそれ












                                                   
281 ミルトン・フリードマン『選択の自由』日本経済新聞社、1980 年、p.169。 
282 本節で扱う経済史は、ハーバート・スタイン『大統領の経済学』土志田征一訳、日本経済新聞社、1985
年、ウィリアム・A・ニスカネン『レーガノミックス』香西泰訳、日本経済新聞社、1989 年、および土
志田征一『レーガノミックス』中公新書、1986 年に拠っている。経済統計は、“Historical Tables: Budget 
of the U.S. Government Fiscal Year”、 “Budget of the U.S. Government”、 “Survey of Current Business”、 
および “International Financial Statistics” に拠った。 
283 Office of Management and Budget, Historical Tables of the United States Government, Table 1.1-Summary of 
Receipts, Outlays, and Surpluses or Deficits:1789-2009. 
284 1965 年から 68 年までの短期間に 500 の計画が立法化され、社会福祉関連支出は 1964 年から 68 年に
かけて、300 億ドル台から 500 億ドル台へと急上昇を示した。連邦財政支出に占める福祉関連支出も
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が生じ、それは 25 年間ほど継続している。287 
ジョンソン政権は福祉政策に邁進し、さらにベトナム戦争戦費に対処するため、1968 年















年から 1980 年には、連邦規制機関の支出は 52 億ドルから 102 億ドルに増加した。290 
また 1971 年には、ニクソンはドルと金の固定比率での交換を停止している。これは第二












                                                   
287 Census Bureau, 1981 Current Population Survey. 
288 参照、今博『偉大な社会を目指した大統領・リンドン・B.ジョンソン―転換期の米国』志學社、2017 年。 
289 参照、及川敬貴『アメリカ環境政策の形成過程―大統領環境諮問委員会の機能』北海道大学図書刊行会、
2003 年。 
290 Daniel Yergin and Joseph Stanislaw, The Commanding Heights, Simon & Schuster, 1998, pp.60-64. 
291 参照、本間雅美『世界銀行の成立とブレトン・ウッズ体制』同文舘出版、1991 年。 
 
 




えるに至り、1971 年 8 月に新経済政策の一環として金交換停止が発表（ニクソン・ショッ
ク）され、その後アメリカは金本位制を離脱し、金もドルも需要と供給の関係で価格が決ま
ることになった。292 
この政策転換後の 10 年間に金に対するドルの価値は暴落した。1971 年には 1 オンス＝35










が利かなかった。ニクソン在任中に政府予算は、1970 年に 1960 億ドルだった連邦予算は、











後任として、1974 年 8 月に大統領に昇格した。「フォード政権はインフレ的でない政策を継
続すべきであったかもしれない。……客観的で予測可能なルールに従った結果というより
も、変化する予想や展開に適応することにたまたま幸運であったり、巧みであったりにすぎ
                                                   
























挙中から財政均衡を提唱していたが、実際は、財政赤字は 1979 年の 400 億ドルから翌年の















した。納税者の調整済み所得合計に占める税金の割合は、1965年の 19.4％から 78年に 29.5％
に増加している。 
 インフレ問題においては、1977 年には通貨供給量 11％増加している状態においても、カ
ーターは連邦準備理事会に利下げを求め、通貨供給量の増加を促した。1978 年にインフレ
率は 7％を示していた。そして同年の後半には 9％に達し、79 年には 12％に、80 年には
14.5％に上昇した。この年住宅ローン金利は 21.5％にも上がった。このような経済状況にお
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いて、ドルは急落し、金価格は 1970 年の 1 オンス＝35 ドルから 80 年には１オンス＝850 ド
ルへと移っていった。 
 
第 3節  納税者の反乱 





フレ調整する。④州政府が新たに州税を導入する場合、上下両議院の 3 分の 2 以上の賛成
を必要とする。⑤市、郡、学区が地方特別税を導入する場合、住民投票で 3 分の 2 以上の賛
成を必要とする。⑥州、地方政府は追加的に財産税、資産の売買もしくは取引に対して課税
してはならない。というものである。297この財産税の負担軽減を求めたカリフォルニア住民
運動は 1960 年代から 70 年代にかけて展開された。納税者の反乱が起きた原因としては、
60 年からの財産税に対する不満や 70 年代の連邦政府の大きな政府に対する不満を背景に、
財産税に対する反税運動が沸き上がっていったことによる。米国の国民経済に占める州、連
邦政府規模は同時期の西欧各国と比較して大きいものとは言えないが、連邦、州、地方の各

















                                                   






























手役で登場している“Knute Rockne, All American” （『ニュート・ロックニ―全米代表選手』、





                                                   































であった。数年前から取り組んでいたこの減税案は、議会との妥協を経て 1981 年 8 月に法
制化された。個人所得税改正は 1978 年に議会が、そして 80 年に上院財政委員会が既に支
持していた。これは、81 年 7 月 1 日以降、個人所得税率を年に 10％ずつ引き下げるという
ものであった。これによって税率の幅が、当時の 14～70％から 84 年７月１日までに 10～
50％に引き下げられるとされた。これは各所得層にわたって均等に 27％引き下げることを
意味するものであった303。1981 年経済再建税法は、当初議会が承認するか定かではなかっ
た。最初の審議は、3 月 30 日にレーガン狙撃事件の後に両院の予算委員会で繰り広げられ
た。このとき下院予算委員会は、中低所得者区分に照準を当てた１年限りの減税を含む、支
出増加と赤字削減の両方を併用する予算案を作成した。4 月 10 日には上院予算委員会が財






3 年間（33 ヵ月間）に 25％の個人所得減税である。81 年 10 月１日に 5％引き下げ、82 年 7
月に 10％、83 年 7 月 1 日に、さらに 10％引き下げを行う計画である305。上院財政委員会は
6 月 25 日に大統領案の拡大版を承認したが、下院歳入委員会は独自法案の作成を継続して
いたが、レーガンは将来の年度における上院法案の利点を強調し、下院は 7 月 29 日に修正
上院法案を承認した。妥協点としては、初年度の減税を 5％に引き下げるとともに、その実
施を 10 月 1 日まで延期することであった。このようにして 84 年までの累積減税は 27％か
ら 23％に下がったのであった。この一方、81 年経済再建税法の他の規定も重要で、個人所
得税は 85 年以降、一般水準に合わせ物価スライドされることになったのである。また下院
民主党による修正によって、投資所得の最高税率が 82 年 1 月 1 日から 70％から 50％に引
き下げられた306。もともと配当その他投資収入などにおいて、高所得層の個人が 1 ドルの投
                                                   
303 ウィリアム・A・ニスカネン、前掲書、p.110。 





305 土志田征一、『レーガノミックス』1986 年、中公新書、p.78。 
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引き締められた。1970 年代後半には年 2 ケタの拡大をしていた通貨供給量は、1982 年には























 1970 年代後半には支出の拡大と経済の低迷によって財政赤字は急増し、770 億ドルにま
でになった。このためレーガンは財政均衡を提唱した307。1980 年大統領選でのブッシュ・





























                                                   
307 Stephen F. Knott, The Regan years, Facts On File, Inc., 2004, p.354. 
 
 



































が発生した 1970 年代に必然的に統制主義の限界が露呈したといえるだろう。 
またレーガンによって提唱された、インフレ削減、社会福祉抑制、財政赤字削減、軍事力
回復、公立学校での宗教の活用は、一見すると相互連携はないが、これは集権政治に対抗す
                                                   
308 Cf. Paul E. Gottfried, Fascism, Northern Illinois University Press, 2016, p.204. 
 
 




































                                                   
309 レーガン、前掲書、p.708。 















 ソ連による米国 SDI への非難は、上記の理由からゴルバチョフ政権になっても当然収ま
るところはなかった。1985 年 11 月のジュネーブ・米ソ会談でもゴルバチョフは真っ先に






























312 キャスパー・ワインバーガー、角間隆訳『平和への闘い』ぎょうせい、1995 年、pp.291-2。 
313 同上、305-6。 
314 Reagan Public Papers, March 23, 1983. p.442. 
 
 


































 1929 年 9 月の世界恐慌以降、無産者の側をいかに捉えるかによって社会主義は変化して
いる。カール・シュミットやマルティン・ハイデガーなど民族と結びつけたものがドイツ的
                                                   
315 以下、バーナムの経歴は Daniel Kelly, James Burnham, ISI Books, 2002.に拠った。 
316 Kelly, 前掲書 p.85. 





















に、保守主義者は右寄りに、ファシストが右端になるという（図 A. ）。 
 
 







       
 
図 6章-1 (B.) 
 
【検討③】この主張をさらに細かく分けるならば、民主的な政党も二分できるので、一直
                                                   
318 レフ・トロツキー『テロリズムと共産主義』根岸隆夫訳、現代思潮新社、2008 年。 


































                                                   
321 James Burnham, Containment or Liberation?, The John Day Company, 1952. 
 
 









ルフレッド・セイヤー・マハン（Alfred Thayer Mahan, 1840-1914 年）がいる。対ロシア政策
を論じた、“The Problem of Asia and Its Effect Upon International Politics”323（1900 年）があ








                                                   
322 ハイエク、前掲書、『自由の条件〔Ⅰ〕』第 4 章参照。 
323  Alfred Thayer Mahan, The Interest of America in International Conditions,  Boston, Little, Brown, And 
Company,1918. 
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表 6章-1 スパイクマン理論による新・旧世界325 







表 6章-2 スパイクマン理論による地理区分326 









大陸   
   
 
スパイクマンの描く「旧世界の包囲」        スパイクマンの描く「新世界の包囲」 
       







                                                   
325 Cf. Nicholas Jhon Spykman, America’s Strategy in World Politics –The United States and the Balance of Power- 
Harcout, Brace and Company, New York, 1942. 
326 Cf. Id.  
327 Cf, Nicholas John Spykman, America’s Strategy in World Politics The United States And The Balance of Power, 
Brace And Company, New York,1942,における p.180.の “THE ENCIRCLEMENT OF THE OLD WORLD”お










































う。この部分を考察するにあたり、アルフォード・マッキンダー“Democratic Ideals and Reality: 
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A Study in the Politics of Reconstruction” (『デモクラシーの理想と現実』1919 年)328とニコラ
ス・スパイクマン“America's Strategy in World Politics: the United States and the Balance of 



























 バーナムは 1952 年には早くも、ソ連という「主たる全体主義国家」との同盟したことと
は結局、そのソ連への「（東欧の）1 億人の支配委譲」をもたらしたとみている。 
                                                   
328 Sir Halford John Mackinder, Democratic Ideals and Reality: A Study in the Politics of Reconstruction, Andesite 
Press, 2015. 
329 Nicholas Spykman, America's Strategy in World Politics: the United States and the Balance of Power, Harcourt, 
Brace, 1942. 










































                                                   
332 James Burnham, Suicide of the West, :an essay on the meaning and destiny of liberalism, John Day Co., 1964. 
 
 





















対外行動の淵源」論文を『フォーリン・アフェアーズ』“Foreign Affairs”1947 年 7 月版に寄
稿している。この論文は英字 6,879 語の小論であったが、戦後の米国外交史研究では重視さ






















































                                                   
333 以上は、『ジョージ・F・ケナン回顧録――対ソ外交に生きて（上）』、佐々木卓也 『封じ込めの形成と変
容―ケナン、アチソン、ニッツェとトルーマン政権の冷戦戦略』三嶺書房、1993 年、『外交フォーラム』
「特集 歴史から外交を考える―ケナンが残した教訓」2006 年 2 月号を参考にした。 
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第 7 章 結論 田園的保守主義と道徳的個人主義の連携 
  
第 1節 現代アメリカ社会における保守主義 





























































第 2節 保守主義と道徳哲学 





















































                                                   
337 バラク・オバマ政権期からアメリカで、ティーパーティー運動が拡大した。藤本一美・末次俊之『ティ
ーパーティー運動―現代米国政治分析』東信堂、2011 年、および久保文明『ティーパーティー運動の研
究―アメリカ保守主義の変容』NTT 出版、2012 年を参照した。 
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